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　現今，小遊星を槻回して居る所は世界中で，約二十箇所程ある．下に其の
箇所及び使用機械等の一口を掲げる・
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　最近の情報によれば小遊星の番號は旭01番に達した．今年新しく磯見され
た小遊星は今迄に回数十箇に達する．其中大部分はドイツのラインム目・氏
と南亜のジャクソン氏の三見である．此れ等は夫々60箇乃至80箇のものを爽
賊して居る．此れに次いで多いのはユツクルのデルポ】ト及びア1レンド氏
で縮計30箇除りの獲見がある．他は撒個に止まる．
　獲見される小遊星の光度は最大約13等星であって大抵は14等級のものが多
い．故に小遊星を獲見するにはレンズの口樫として25糎叉は其れ以．ヒのもの
が必要である．11等級の小遊星の獲見は皆無であって12等級のものは非當に
稀である．花山の11糎三枚王では12．5等の小遊星は快晴の夜良］ンデイシヨ
ンの時に辛じて撮れる．
　小遊星の軌道の計算は，ドイツ計算局の定期獲表の外に，臨時に同報に掲
載される．K：ahrstedt，　Hiller，　Gondolatsch等の諸氏が屡々改良軌道を獲表し
て居る．此等の改良軌道が獲表されて居る小遊星の観測は特に望ましV・ので
あるが，其の光度は，大山，13二叉は其れ以下である．此の爲めにも是非25
糎以上のレンズ又は60三級の反射鏡が冠しい．今年護見された小游星の中，軌
道の計算されて居るものは50個位で残iり100個除りは親測の爲し放しである・
唯一圖しか観測されなかったものは100個近くもあるから軌道を出す事が出
來ない．（尤も極く粗雑なものは辛うじて得られる）軌道の計算の方は現在計
算者の不足で困って居る状態にある．
　小遊星の光度の観測は，近頃，あまり行はれて居なv・・併し，最近（323）
Bruciaの攣光が問題になった．即ち各面の衝に於ける光度を糊記して見ると，
其の絶射光度が攣化すると云ふのである．」・ヒれを機織に適當に小遊星の光度
親重則が行はれる事が望ましV・．
　（附記）尚べての小遊星を親記する事は，現在の歌勢では甚だ困難であるb
故にドイツ計算局では特に槻測の望ましいものを指摘し天文墓の位置と機械
に慮じて此れを各天文憂に割當てて居る・共の天文豪は，ハイデル・ぐルヒ，
ユツクル，ユ＝オン，ヤ1キ1ス，シ刈スである．Fl本は位置としては申
分なV・がたk・機械が少さV・が古ケに此の仲間はつれを喰はされたのは返す返す
も残念である．
